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p.66及び後者の(1) p.99、 (2) p.103、 (3)p.108に続くものである。
(1)出生に関する諸問題





















5.29国連人口基金、 1996年世界人口白書発表。 7月現在で58億410万人。 10年以内に
過半数の33億人が都市に集中との予測。環境破壊の激化が心配。





6. 6新華社電、福建省の人民代表大会、 「胎児の性別鑑定禁止」を可決。 1人っ子政
策の為、働き手としての男児を望み、女児と判ると中絶の風潮あり。医師は2
回以上判定すると資格取り消し、妊婦は中絶が分かると5年間出産権を与えぬ





























































回答、 21社が使用可能性なし、 6杜が可能性あり(将来の可能性は17社) 。
ll.29総務庁、前年の国勢調査の確定値発表。総人口1億2557万人、増加率は戦後最









































































































































































































































































































































































































3.30日本世論調査会(共同通信社とその加盟社で組織) 、 3月15、 16日に全国250地
点から20才以上の男女3、 000人で面接調査の結果を公表。 「脳死は人の死が66,


































































































































































































































5.27朝日新聞社の、 25、 26両日の電話による全国世論調査結果。 「脳死は人の死の
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付記:本文第5章の修正「臓器移植法」は6月17日に参院、続いて衆院で可決成立し、
旬から施行されることとなった。
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